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QA4 暫定規制値を厳しくしたということですが、これまでの暫定規制値の

安全性についてはどのように考えているのですか。 

 

 

 平成 23 年 3 月までの暫定規制値に適合している食品は、健康への影響はないと一般に評

価され、安全性は確保されています。平成 23 年の 9 月と 11 月に東京都、宮城県、福島県

で実際に流通している食品を調査したところ、今後の食品からの放射性セシウムによる被

ばく線量（ストロンチウム等は含まない）は、年間に換算して 0.002～0.02 ミリシーベルト

程度であり、年間 1 ミリシーベルトと比較しても大きく下回っています。しかし、暫定規

制値は、事故後の緊急的な対応として定められたものであったため、より一層、食品の安

全と安心を確保する観点から、長期的な状況に対応する新たな放射性セシウムの基準値を

定めることとしたものです。 

 

統一的な基礎資料の関連項目 

下巻 第 8 章 67 ページ「平成 24 年 4 月からの基準値」 

 

出典：厚生労働省「食品中の放射性物質に係る基準値の設定に関する Q&A について（平成

24 年 7 月 5 日）」より作成 

出典の公開日：平成 24 年 7 月 5 日 

本資料への収録日：平成 24 年 12 月 27 日 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第4章 食品中の放射性物質 Q&A




